
































































 アルペンスキー競技を専攻する男子 14 名（平均年齢 17.4±1.9 歳）を被験者と
して，POWER MAX V II®（㈱コナミ＆ライフ社製）を用いて，最大無酸素性パワ
ーの測定を行った．この最大無酸素パワーの測定では，3 段階の各ステップで任
意の負荷により 10 秒間の全力自転車駆動運動を 2 分間の休息をはさんで行い，
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負荷と最高回転数の関係からパワータイプを力型とスピード型の分類を行った．











値を示すグループを LOF 群とし，MVC に対して高値を示すグループを HOF 群










 安静時の MVC を基準値に最大無酸素パワー測定時の咬合力と咬合接触面積は，
非運動時と同等程度か，それ以下であるのに対して，HOF 群は咬合力と咬合接触
面積は高い値（p<0.05）を示していた． 
 一方，LOF 群と HOF 群のパワー発揮特性は，星野ら（2013）の先行研究に従
って，傾き比を算出した．その結果，LOF 群では 5.6±0.6 比に対して，HOF 群は
6.0±0.5 比であり，LOF 群が有意に低い値を示した（p<0.05）．その結果，LOF 群
は力型を示し，HOF 群はスピード型のパワータイプを示した． 
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